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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
水
稲
の
状
況

は
、
青
森
県
内
は
、
台
風
な
ど
の
大
き

な
被
害
も
な
く
、
作
況
指
数
は
津
軽
地

方
で
一
〇
二
の
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

畑
作
に
お
い
て
は
、
メ
ロ
ン
を
は
じ

め
、
ス
イ
カ
、
り
ん
ご
、
ね
ぎ
、
ト
マ

ト
な
ど
は
、
お
お
む
ね
品
質
、
価
格
と

も
良
好
に
推
移
し
た
こ
と
は
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
な
が
い

も
が
、
昨
年
よ
り
価
格
が
低
下
し
た
こ

と
が
残
念
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
出
来
事
と
し
て
、「
Ｘ
バ
ン

ド
レ
ー
ダ
ー
の
配
備
」
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の
配
備
に
つ
い

て
は
、
レ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
安
全
性
と

治
安
に
対
す
る
懸
念
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、米
軍
や
国
に
対
し
て
、責
任
を
持
っ

て
、
適
切
に
措
置
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
間
も
な
く
満
二
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
つ
が
る
市
で
は
あ
り
ま

す
が
、
わ
が
市
の
本
年
に
お
け
る
重
点

的
な
取
り
組
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
つ
い

て
昨
年
は
、
米
や
り
ん
ご
、
メ
ロ
ン
な

ど
主
力
８
品
目
を
定
め
、
新
鮮
・
安
心
・

安
全
な
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ

し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
が
ー
る
ち
ゃ

ん
」
と
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
生
ま

れ
も　

育
ち
も
つ
が
る
で
す
」
を
選
定

し
、
商
標
登
録
を
行
い
、
農
産
物
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
消
費
者
と
つ
が

る
市
が
結
び
つ
く
よ
う
に
、
販
路
の
開

拓
・
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
を
中
心
と
す
る
本
市

の
経
済
の
活
性
化
と
市
民
の
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
高
規

格
道
路
の
整
備
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

高
規
格
幹
線
道
路
「
津
軽
自
動
車
道
五

所
川
原－

鯵
ヶ
沢
間
」
の
整
備
計
画
区

間
へ
の
早
期
格
上
げ
と
早
期
着
工
、
五

所
川
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
柏
地
区

の
国
道
101
号
線
を
結
ぶ
、
五
所
川
原
西

バ
イ
パ
ス
建
設
の
早
期
完
成
を
求
め
て

参
り
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
心
商

店
街
、
市
街
地
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
住
む
商
店
主

を
は
じ
め
、
生
活
す
る
市
民
の
皆
様
が

危
機
感
を
持
っ
て
、
活
性
化
に
対
す
る

気
運
の
盛
り
上
が
り
を
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

か
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

木
造
斎
場
が
、
今
年
完
成
す
る
運
び
と

な
り
、
さ
ら
に
、
木
造
地
区
に
お
け
る
中

学
校
三
校
の
統
合
を
進
め
て
お
り
、
平

成
十
九
年
よ
り
校
舎
建
設
に
着
手
し
、

平
成
二
十
一
年
度
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
も

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

防
災
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
整
備
を
図

り
、
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
治
体
病
院
機
能
再
編

計
画
に
お
け
る
つ
が
る
市
成
人
病
セ
ン

タ
ー
の
存
続
の
問
題
等
、
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
、

市
民
の
皆
様
と
、と
も
に
話
し
合
い
、と

も
に
考
え
な
が
ら
、
各
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
、
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
は
「
亥
年
」
で
あ
り
ま

す
。「
亥
」
は
無
病
息
災
の
象
徴
で
あ

る
と
申
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
市
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
、

健
康
で
健
や
か
に
過
ご
せ
ま
す
こ
と
と
、

災
害
の
な
い
こ
と
を
心
よ
り
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

つがる市長

福　島　弘　芳

2007年 年頭のあいさつ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
心
も
新
た
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、「
再

編
成
」
に
係
わ
る
二
つ
の
こ
と
が
、
市

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
沙

汰
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
在
日
米
軍
の
再
編
に
伴
う

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の
車
力
分
屯
基
地

へ
の
配
備
で
あ
り
、二
つ
目
は
、西
北
五

自
治
体
病
院
の
機
能
再
編
成
に
お
い
て
、

中
核
病
院
の
建
設
場
所
が
、
最
終
的
に

五
所
川
原
市
漆
川
に
決
定
し
、
再
編
成

計
画
が
大
き
く
動
き
出
し
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
二
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
市
議

会
で
の
論
議
を
踏
ま
え
、
ま
た
市
と
も

同
調
し
な
が
ら
、
国
や
県
に
要
望
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
治
安
や
安
全
対
策
、
そ
し

て
基
地
に
係
わ
る
諸
施
策
の
支
援
を
お

願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
に

関
し
て
は
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
病
院

機
能
の
存
続
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
十
分
注
視
し
な
が
ら
、
市

民
の
不
安
解
消
の
た
め
、
継
続
し
て
市

の
立
場
を
主
張
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
景
気
は
統
計
上
は

浮
揚
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

わ
が
地
域
で
は
農
業
、
商
工
業
と
も
に

活
況
に
は
、
依
然
と
し
て
遠
い
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農

業
に
お
い
て
は
、
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
の
本
格
的
な
実
施
を
控
え
て
、

大
き
な
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
市
の
重
要
施
策
で
あ
り
ま
す
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
推
進
に
向

け
て
、
市
と
農
家
を
含
め
た
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
進
み
、
さ
ら
に
歩
み
を

速
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
過
程
で
、

地
域
経
済
の
全
体
的
な
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
議
員
の
任
期
も
、
本
年

二
月
十
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
年
間
、
合
併
の
ス
タ
ー
ト
に

当
た
り
、
円
滑
な
合
併
の
推
進
と
新
し

い
市
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
限
ら
れ
た
財

源
と
多
様
な
市
民
の
皆
様
の
要
望
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
に
苦
慮
し
て
き

た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
積
み

残
さ
れ
た
事
項
は
あ
る
に
せ
よ
、
基
盤

づ
く
り
の
足
が
か
り
は
着
実
に
で
き
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
短
い
任
期
間
で
す
が
、
任

期
満
了
ま
で
、
精
一
杯
任
務
を
果
た
し
、

新
た
に
着
任
す
る
議
員
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
い
た
す
所
存
で
す
が
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
に
は
こ
の
一
年
が

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

つがる市議会議長

成　田　清　繁

平成19年 9 月完成予定の木造斎場
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一
月
の
行
政
相
談

〈
木
造
会
場
〉

日　

時　

十
二
日（
金
）・
二
十
六
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
二
時

場　

所　

木
造
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室

　
　
　
　

行
政
相
談
員　

小
田
原
一
次　

氏

　
　
　
　
　

木
造
千
年
九－

一

電
話　

四
二－

三
二
五
七

〈
森
田
会
場
〉

日　

時　

十
二
日（
金
）午
前
十
時
〜
正
午

場　

所　

 

森
田
高
齢
農
業
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

行
政
相
談
員　

佐
藤
朋
子　

氏

　
　
　
　
　

森
田
町
床
舞
豊
原
八
四－

二

　
　
　
　
　
　

電
話　

二
六－

二
三
七
〇

森
田
公
民
館
公
開
講
座
を
開
催

演　

題　
「
雪
国
地
吹
雪
体
験
」二
十
年
の
あ
ゆ
み

講　

師　

角
田　

周
氏（
五
所
川
原
市
金
木
町
）

日　

時　

一
月
八
日（
月
・
成
人
の
日
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

場　

所　

森
田
公
民
館　

大
広
間

　

※ 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

森
田
公
民
館　

電
話　

二
六－

二
五
六
六

農
業
委
員
会
農
家
相
談
に
つ
い
て

　

農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
の
農
家
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
相
談
し
た
い
方
は
、
左
記
の
日

時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
月
二
十
五
日（
木
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午　
　
　

稲
垣
支
所

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時　

車
力
支
所

一
月
三
十
一
日（
水
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午　
　
　

稲
垣
支
所

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時　

車
力
支
所

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
（
柏
支
所
内
）

電
話　

二
五̶

三
八
二
〇

「
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う

つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
」

〜 

未 
来 
の 

た 

め 

に 

〜

　　

つ
が
る
市
の
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
つ

い
て
、
農
家
の
皆
様
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
出
前
座
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
申
し
込
み

し
て
下
さ
い
。

　
「
つ
が
る
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
方
針
」
に

つ
い
て
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
お

知
ら
せ
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見

を
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
広
報
を
活
用
し
、
い
ち
早
く
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
と
直
接
意
見

を
交
換
す
る
た
め
に
市
内
十
地
域
で
開
催
し
た

「
つ
が
る
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
座
談
会
」
で

農
家
の
方
々
の
意
見
を
積
極
的
に
お
聴
き
し
、

プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
が
る
市
で
は
、
市
職
員
が
直
接
出
向
い
て
、

つ
が
る
市
の
取
り
組
み
な
ど
分
か
り
や
す
い
説

明
を
行
う
「
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
座
談
会
」
を
実

施
致
し
ま
す
。

　

団
体
、
集
落
で
希
望
す
る
場
合
は
左
記
ま
で

連
絡
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

つ
が
る
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
会
議

（
事
務
局　

市
役
所
経
済
部
地
域
振
興
対
策
室
）

　

電
話　

四
二－

二
一
一
一

内
線　

四
一
八・

四
一
九・

四
二
六

冬
の
室
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

　

冬
は
家
の
中
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り
が
ち
。

退
屈
な
時
間
を
持
て
余
し
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
冬
場
の
健
康
づ
く
り
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て
気
持
ち
の
い
い
汗
を

か
き
ま
し
ょ
う
。

　

テ
ー
マ
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に

挑
戦
で
す
。

開
催
日
時 　

一
月
十
二
日（
金
）、
二
月
二
十
六

日（
月
）、
三
月
十
九
日（
月
）

　
　
　

（ 

時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
受
付

開
始
、
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
）

会　
　

場 　

つ
が
る
市
生
涯
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
「
松
の
館
」
交
流
ホ
ー
ル

内　
　

容 　

室
内
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
動
き
を

中
心
に
体
の
引
き
し
め
体
操
、
筋
力

ア
ッ
プ
体
操
を
行
い
ま
す
。

講　
　

師 　

Ａ
Ｆ
Ａ
Ａ
国
際
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

成
田
寿
子
氏

※ 

運
動
し
や
す
い
シ
ュ
ー
ズ
と
バ
ス
タ
オ
ル
・

水
分
補
給
用
の
水
を
用
意
く
だ
さ
い
。
参
加

料
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

健
康
推
進
課

電
話　

四
二－

二
〇
四
四

平
成
十
九
年
度
学
生
募
集

募
集
人
員
（
九
十
名
）

　
　
　
　

 　

生
産
技
術
科
・
制
御
技
術
科
・
電

子
技
術
科
（
各
二
十
名
）、
情
報
技

術
科
（
三
十
名
）

募
集
期
間 　

平
成
十
九
年
一
月
九
日（
火
）〜
一

月
二
十
六
日（
金
）

応
募
資
格 　

高
等
学
校
を
卒
業
も
し
く
は
卒
業

見
込
み
の
方
。
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

応
募
方
法 　

願
書
等
を
当
短
期
大
学
校
に
提
出
。

〈
当
日
消
印
有
効
〉「
学
生
募
集
要
項
」

が
必
要
な
方
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
郵
送

先
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

選
考
日　

平
成
十
九
年
二
月
六
日（
火
）

選
考
方
法　

学
科
試
験
（
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
）

　
　
　
　

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
行
い
ま
す
。

試
験
会
場 　

青
森
短
大
校
（
五
所
川
原
市
）・

青
森
市
・
弘
前
市
の
三
会
場
で
行
い

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

〒
〇
三
七－

〇
〇
〇
二

五
所
川
原
市
飯
詰
字
狐
野
一
七
一－

二

電　

話　

三
七－

三
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
七－

三
二
〇
三
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社
会
保
険
事
務
所
か
ら

●
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
万
が
一
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
障
害
基
礎
年

金
、
妻
と
子
を
残
し
て
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
の

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
毎
月
の

保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
納

付
に
は
納
め
忘
れ
を
防
い
で
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
や
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
し
、
も
し
経

済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付
困
難
な
方
に
は
免
除

制
度
、
三
十
歳
未
満
の
方
に
は
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
、
学
生
の
方
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

豊
か
な
老
後
の
た
め
、
そ
し
て
、
万
が
一
の

時
の
た
め
に
も
毎
月
の
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
の

老
齢
年
金
や
退
職
に
よ
っ
て
受
け
る
年
金
は
、

所
得
税
法
で
雑
所
得
と
さ
れ
て
所
得
税
の
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
に
関
す
る
源
泉
徴
収
票
は
一
月
末
頃
ま

で
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
（
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ
は

非
課
税
の
た
め
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

複
数
の
年
金
を
受
け
て
い
た
り
年
金
以
外
の

所
得
の
あ
る
方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
医
療
費
等
の
控
除
を
受

け
て
い
る
方
は
こ
の
源
泉
徴
収
票
を
税
務
署
へ

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
の
再
発
行
に
関
し
て

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

〇
五
七
〇－

〇
七－

一
一
六
五
』

へ
も
お
問
い
合
わ
せ
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

弘
前
社
会
保
険
事
務
所

弘
前
市
外
崎
五
丁
目
二－

六

電
話 

〇
一
七
二－

二
七－

一
三
三
九

 

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

便
利
な
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！

　

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ－

Ｔ

ａ
ｘ
）
を
使
え
ば
、
税
務
署
に
行
か
ず
に
、
自

宅
や
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

申
告
・
納
税
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

 h
ttp
://w
w
w
.e-tax.n

ta.g
o
.jp
/

問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
税
務
署

（
五
所
川
原
市
大
字
唐
笠
柳
字
藤
巻
五
〇
七－

五

五
所
川
原
合
同
庁
舎
）

電
話　

三
四－

三
一
三
六

一
〇
〇
万
人
の
ガ
ン
バ
リ
サ
ポ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

（
傷
害
保
険
＋
賠
償
責
任
保
険
＋
共
済
見
舞
金
）

　　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
団
体
活
動
に
最
適
な
保
険
で
す
。

○
対
象
と
な
る
事
故

　

●
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故

　

●
往
復
中
の
事
故

○
保
険
期
間

　

 　

毎
年
四
月
一
日
午
前
０
時
〜
翌
年
三
月
三

十
一
日
午
後
十
二
時

　

※ 

年
度
途
中
で
加
入
さ
れ
た
場
合
は
加
入
手

続
き
を
行
っ
た
翌
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

○
掛　
　

金

　

一
人
年
額
五
百
円
〜
九
千
円

　

 （
団
体
の
活
動
内
容
・
年
齢
構
成
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

電
話　

四
九－

一
一
九
三

設
備
貸
与
制
度

（
割
賦
・
リ
ー
ス
）に
つ
い
て

　

中
小
企
業
の
公
的
な
支
援
機
関
で
あ
る
㈶
21

あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

内
中
小
企
業
者
の
皆
様
の
設
備
投
資
を
応
援
す

る
た
め
、
低
利
率
（
割
賦
損
料
：
年
率
1．9
㌫
あ

る
い
は
2．3
㌫
、
リ
ー
ス
料
：
月
額
1．362
㌫
〜
2．982

㌫
）・
固
定
金
利
で
設
備
貸
与
制
度（
割
賦
・
リ
ー

ス
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
連
帯
保
証
人
が
代

表
者
の
み
の
選
択
も
可
能
に
な
り
、
よ
り
利
用

し
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
機
械
、装
置
、車
両
等
（
土

地
・
建
物
は
対
象
外
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
２１
あ
お
も
り
産
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー　

設
備
投
資
課

電
話　

〇
一
七－

七
七
五－

三
二
三
四

h
ttp
://w

w
w
.2
1
a
o
m
o
ri.o
r.jp
/

１
月
１０
日
は
１１０
番
の
日

〜
110
番
は
地
域
を
守
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〜

１１０
番
の
か
け
方
は

　

慌
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
と

1　

事
件
か
？
事
故
か
？

2　

場
所
は
ど
こ
か
？
目
標
物
は
あ
る
か
？

3　

何
分
ぐ
ら
い
前
か
？

4　

ど
う
い
う
状
況
か
？

5　

あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
か
ら
110
番
す
る
際
は
、
所
在
地
や

番
地
、
目
標
物
の
確
認
と
通
話
中
は
で
き
る
だ

け
場
所
を
移
動
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

パ
ト
カ
ー
が
事
件
現
場
に
早
く
到
着
で
き
る

よ
う
に
、
近
く
に
あ
る
わ
か
り
や
す
い
目
標
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

安
全
相
談
は
、
各
交
番
・
駐
在
所

又
は　

＃
9
1
1
0　

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
110
番〇

一
七－

七
二
二－

〇
一
一
〇

メ
ー
ル
110
番

apm
ail-110@

chive.ocn.ne.jp



6

放
送
大
学
四
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
び
た

い
、
生
涯
学
習
に
興
味
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
十
九
年
四
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
致

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
募
集
学
生
の
種
類

　

教
養
学
部

　
　

科
目
履
修
生 

（
六
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修
）

　
　

選
科
履
修
生 

（
一
年
間
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修
）

　
　

全
科
履
修
生 

（
四
年
以
上
在
学
し
、
学
士

の
学
位
の
習
得
を
目
指
す
）

　

大
学
院

　
　

修
士
科
目
生 

（
六
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修
）

　
　

修
士
選
科
生 

（
一
年
間
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修
）

○
受
付
期
間

　

二
月
十
五
日
（
木
）
ま
で

○
資
料
請
求
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
〇
三
六－

八
五
六
〇 

弘
前
市
文
京
町
一

弘
前
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
会
館
内

電
話 

〇
一
七
二－

三
八－

〇
五
〇
〇

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp

県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
県
民
の
皆

様
か
ら
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
施
策

の
企
画
・
立
案
の
参
考
に
す
る
た
め
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格 　

県
内
に
お
住
ま
い
の
二
十
歳
以
上

の
方
（
平
成
十
四
年
度
以
降
に
県
政

モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
た
方
は
除
く
）

募
集
人
員　

九
十
名
程
度

期　
　

間 　

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
お
よ
そ
二

年
間

仕　
　

事 　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答
（
年

三
回
程
度
）

応
募
方
法 　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
は
が
き

又
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込
く
だ
さ

い
。

必
要
事
項 　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
、
希
望
理
由
、
各
種
モ
ニ

タ
ー
の
経
験
、
携
帯
電
話
以
外
の
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
あ
る
場
合
）

応
募
締
切 　

一
月
三
十
一
日
（
水
）（
当
日
消

印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先

青
森
県　

企
画
政
策
部　

政
策
調
整
課

広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
県
政
モ
ニ
タ
ー
係

〒
〇
三
〇－

八
五
七
〇

青
森
市
長
島
一
丁
目
一－

一

電
話　

〇
一
七－

七
三
四－

九
一
三
八

E
メ
ー
ル koho@

pref.aom
ori.lg

.jp

公
立
金
木
病
院
の

救
急
車
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

公
立
金
木
病
院
で
は
、
一
月
か
ら
常
勤
医
師

が
一
名
と
な
る
た
め
、
救
急
車
の
受
入
れ
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
夜
間
及
び
休
日
（
時
間
外
）
診
療
は
、

い
ま
ま
で
ど
お
り
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

公
立
金
木
病
院

　

電
話　

五
三－

三
一
一
一

第
二
十
三
回

つ
が
る
市
く
ら
し
の
工
夫
展

　

つ
が
る
市
の
農
村
女
性
が
一
堂
に
会
し
、
つ

が
る
市
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
お
い
し
い
食
べ
方

の
紹
介
や
、
旬
の
農
産
物
、
自
慢
の
加
工
品
を

即
売
し
ま
す
。

　

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

一
月
二
十
四
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」

催
し
物　

コ
ン
テ
ス
ト
出
品
作
品
展
示

　
　
　
　

 

お
い
し
い
つ
が
る
市
ブ
ラ
ン
ド
の
実

演
試
食

　
　
　
　

加
工
品
等
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

Ｖ
ｉ
ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
寸
劇　

等

問
い
合
わ
せ
先

西
北
地
方
農
林
水
産
事
務
所

普
及
指
導
室
つ
が
る
普
及
分
室

　
　

電
話　

四
二－

二
二
二
二

 

国
際
交
流
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

つ
が
る
市
姉
妹
都
市
協
会
で
は
国
際
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
国
際
交
流
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
国
際
交
流
員
、
英
語
指
導
助

手
と
一
緒
に
タ
コ
ス
（
ア
メ
リ
カ
で
人
気
の
料

理
）
を
作
り
、
立
食
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

 

一
月
二
十
五
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
六
時
〜
午
後
八
時

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」

内　

容　

タ
コ
ス
料
理
づ
く
り
、ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー

定　

員　

三
十
名（
申
込
一
月
十
八
日（
木
）ま
で
）

参
加
費　

一
人
五
百
円
（
当
日
持
参
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

つ
が
る
市
姉
妹
都
市
協
会
事
務
局

（
市
役
所
企
画
課
）

電
話　

四
二－

二
三
七
二

 

地
域
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
整
備
事
業

　

つ
が
る
市
で
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

用
具
一
式
、拡
声
器
一
式
、集
会
用
テ
ン
ト
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
を
購
入
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
は
、

同
セ
ン
タ
ー
が
宝

く
じ
普
及
広
報
事

業
と
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興

を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。
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　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発生していますが、特
に冬季に流行します。
　ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口で感染し、ヒトの腸管で増殖し、お
う吐、下痢、腹痛などを起こします。健康な方は軽症で回復しますが、子どもやお年
寄りなどは重症化したり、吐ぶつを誤って気道に詰まらせて死亡することがあります。
　ノロウイルスについてはワクチンがなく、また、治療は輸液などの対症療法に限ら
れます。従って、皆様の周りの方々と一緒に、次の予防対策を徹底しましょう。　

○患者のふん便や吐ぶつには大量のウイルスが排出されるので、
　⑴　食事の前やトイレの後などには、必ず手を洗いましょう。
　⑵　下痢やおう吐等の症状がある方は、食品を直接取り扱う作業はしないようにしましょう。
　⑶　胃腸炎患者に接する方には、患者のふん便や吐ぶつを適切に処理し、感染を広げないようにしましょう。
○ 特に子どもやお年寄りなどの抵抗力の弱い方は、加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱して食べま
しょう。また、調理器具等は使用後に洗浄、殺菌しましょう。　

問い合わせ先　　市役所 健康推進課　電話 ４２－２０４４

　つがる市では、平成19年度分の市税（市・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）から
「口座振替（自動払込）」を実施します。

●●● 市税の「口座振替（自動払込）」を募集します ●●●

【「口座振替」の募集】
　平成19年 1 月22日（月）から「口座振替」の募集を
受け付しますので、下記の取扱金融機関で、申し込
み手続きをしてください。
　また、市役所収納課・各支所・出張所においても
申し込みを受け付けていますので、ご利用下さい。

問い合わせ先　　市役所 収納課　電話 ４２－２１６３

ノロウイルス感染にご注意！

【申込み手続き】
　申し込みの際は、納税通知書（平成18年度分）・預
貯金通帳・通帳の届出印を持参のうえ、申し込み手
続きをしてください。
　詳しくは、取扱金融機関等及び市役所収納課・各
支所・出張所の窓口に置いています「市税等の口座
振替のご案内」をご覧下さい。

●取扱金融機関等
　青森銀行（本・支店）　　　　　　つがる農業協同組合（本・支店）
　みちのく銀行（本・支店）　　　　木造町農業協同組合
　あおもり信用金庫（本・支店）　　富萢農業協同組合（本・支店）
　青森県信用組合（本・支店）　　　市内の各郵便局
　東北労働金庫五所川原支店

つがる市議会議員
一 般 選 挙 投 票 日 で

す
つがる市選挙管理委員会

つがる市議会議員
一般選挙投票日で

す

1 月 21 日 （日） は



　

この広報紙は再生紙を使用しています。
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 ◦営業所得者対象説明会（主たる所得が営業所得の方）

　 開 催 年 月 日 　　 時 　 間 　　 内 容 　　 会 場 　

平成19年 2 月 7 日㈬
午前10：30～12：00 所得税の確定申告書等の作成について

（青色申告以外の方を対象）
五所川原市大字唐笠柳

字藤巻517-1
「エルムの街 2階

エルムホール」午後 1：30～ 3：30 消費税の確定申告書等の作成について
（消費税課税事業者を対象）

 ◦農業所得者対象説明会（主たる所得が農業所得の方）
　 ※次の 2会場で都合の良い日時にお出かけください。

　 開 催 年 月 日 　　 時 　 間 　　 内 容 　　 会 場 　

平成19年 2 月 5 日㈪
午前10：00～12：00 所得税の確定申告書等の作成について

（青色申告以外の方を対象） つがる市木造森山3-2
「ＪＡ木造町本所」

午後 1：30～ 3：30 消費税の確定申告書等の作成について
（消費税課税事業者を対象）

平成19年 2 月 6 日㈫
午前10：00～12：00 所得税の確定申告書等の作成について

（青色申告以外の方を対象）
五所川原市大字唐笠柳

字藤巻517-1
「エルムの街 2階

エルムホール」午後 1：30～ 3：30 消費税の確定申告書等の作成について
（消費税課税事業者を対象）

　営業・農業とも、関係書類と筆記用具をお持ちください。

　※いずれの会場も、開場は説明開始時間の30分前からです。

問い合わせ先　　五所川原税務署 個人課税第一部門　電話 ３４－３１５２

冬道は、１割のスピードダウン、
　　　 ２倍の車間距離、
　　　 ３分早めの出発を励行し、

確定申告説明会のお知らせ
税務署では、下記の日程で事業所得者のための確定申告説明会を開催します。

１．信号機設置、運用について
　 　木造中学校東側Ｔ字路交差点に信号機が設置され、
平成18年12月11日から運用開始になりました。　
２ ．車両感応式信号機から定周期式信号機への
変更運用について　

　 　12月から3月までの冬期間、富萢町バイパス道の感応
式信号機交差点と稲垣町沼崎農道の北側の感応式信号
機交差点の2箇所が定周期式信号機交差点となります。

交 通 事 故 を

防止しましょう

○「飲んだら乗るな、乗るなら飲むな」を徹底しましょう。
○ ドライバーの皆さんは夕暮れ時のライト早め点灯（ 1 月は15時
30分）をしましょう。

○歩行者の皆さんは車のライトで光る反射材を活用しましょう。
○ 平成18年中のつがる警察署管内の交通死亡事故は 3件（12月20日
現在）で、原因は速度超過や前方不注意などが要因となって発生
しています。市民の尊い命を奪い、深い悲しみを与える交通死
亡事故を防止しましょう。つがる警察署

表　

紙
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柏
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盛
老
人
ク
ラ
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、
無
病
息
災
豊
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を
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長
さ
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ｍ
重
さ
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㎏
の
大
年
縄
を
稲
盛
八
幡
宮
に
奉
納




